
対 策 の 内 容  ★蛍光灯の間引き  

○A  運用対策 B 設備導入等対策 
区 分 番 号  1401、3809 
小 分 類  照明設 備  

現 状   廊 下の照 明は、40WFLR2 灯 型の直 管蛍 光灯 を使 用しており、勤 務 時 間中 は全

点灯している。  

対 策 内 容    照 度 を確 認 したところ、30％の光 量 減 を行 っても JIS 照 度 基 準 の推 奨 照 度

（100lx）を満足することから、30％の間 引きを行い、消費 電力の削減 を図る。  

計 算 の 前 提

条 件  

①廊下用 照明器 具設 置 数：50 基  
②間引き率：30％  
③年間照 明時間 ：5,100 h/年  
④電力料 金：17.2 円 /kWh 
⑤排出係 数：0.475 t-CO2/千 kWh 

地 球 温 暖 化

対 策 効 果  

〔削減エネルギー量〕  
電力削 減量は、  
 50基×2灯 /基×40W/灯×0.3×5,100 h/年＝6.1千 kWh/年  

〔削減金 額〕  
 6.1 千 kWh/年×17.2 円 /kWh＝105 千円 /年  

〔削減 CO2 量〕  
 6.1 千 kWh/年×0.475 t-CO2/千 kWh＝2.9 t-CO2/年  

備 考  

〔対策実 施上の留意事 項〕  
 2 灯 用 器 具 で片 側 を外 した場 合 、特 殊 な器 具 を除 いて一 般 の器 具 ではもう片 方

も点 灯 しない。2 灯 直 列 点 灯 式 （シーケンス式 ）の場 合 、器 具 に片 方 だけを残 すと、

フィラメントに電 流 が流 れ、ランプ寿 命 も低 下 するため、必 ず 2 灯 とも取 り外 す。ま

た、変 圧 器 や力 率 改 善 用 コンデンサにも電 流 が流 れ、グロースタータ型では 25％、

ラピッドスタート型では 8％程度の電力損が発 生 する。 
〔主な作 業領 域・活 動領 域の照度 範囲〕  

 
 出典：「JIS Z9110（照度基準総則）の改正について（周知）」 
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